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本
稿
で
は
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
度
に
岐
阜
県
博
物
館
が
収
集
し
た
羽
柴
秀
吉
朱
印
状
に
つ
い
て
、

次
の
通
り
紹
介
す
る
。

・
羽
柴
秀
吉
朱
印
状

書
状
并
尾
州
ニ 

付
置
候
者
申
様 

一
々
聞
届
候
、
此
方
ヘ 

相
聞
候
も
同
前
候
、 

誠
入
念
切
々 

申
越
候
段
、
感
候
、
将 

又
東
駒
野
城 

去
五
日
夜
責
崩
之 

由
尤
候
、
尚
珍
儀
候
者 

可
申
越
候
也
、 

十
一
月
八
日

（

天

正

十

二

年

）

秀
吉
（
朱
印
） 

桑
山
修
理
亮
殿 

 

（（
１１
））
文文
書書
のの
内内
容容

羽
柴
秀
吉
が
桑
山
重
晴
に
宛
て
た
朱
印
状
で
、
重
晴
か
ら
の
報
告
に
対
す
る
返
書
で
あ
る
。
重
晴
の
書

状
と
尾
張
に
派
遣
し
て
い
る
者
の
報
告
を
聞
き
届
け
、
秀
吉
の
も
と
に
同
様
の
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
報
せ
て
い
る
。
重
晴
か
ら
の
念
入
り
な
報
告
を
感
心
し
、
十
一
月
五
日
の
夜
に
東
駒
野
城
を
攻
め
崩

し
た
こ
と
を
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
と
伝
え
て
い
る
。 

日
付
は
十
一
月
八
日
と
あ
り
、
年
次
を
欠
く
が
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
の
羽
柴
秀
吉
軍
と
織
田

信
雄
・
徳
川
家
康
連
合
軍
が
対
峙
し
た
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
関
連
す
る
文
書
で
あ
る
。
こ
の
戦
い
を

契
機
と
し
て
、
秀
吉
は
発
給
文
書
に
朱
印
を
本
格
的
に
使
用
し
始
め
、
文
書
様
式
の
薄
礼
化
・
尊
大
化
が

進
ん
だ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
１

。
そ
の
背
景
と
し
て
、
十
月
上
旬
に
秀
吉
が
五
位
少
将
に
叙
任
さ
れ

た
こ
と
、
対
信
雄
・
家
康
戦
を
優
位
に
進
め
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
文
書
の
様
式
も
、「
御

内
書
」
様
式
の
書
留
文
言
の
「
候
也
」
を
使
用
し
、「
秀
吉
」
の
署
名
に
朱
印
を
捺
す
も
の
で
あ
る
。 

書
中
の
東
駒
野
城
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
場
所
を
特
定
で
き
な
い
が
２

、
美
濃
国
石
津
郡
に
あ
っ
た
駒

野
城
（
海
津
市
南
濃
町
）
の
周
辺
に
所
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
お
い
て
、

駒
野
を
領
し
て
い
た
高
木
権
右
衛
門
貞
利
ら
の
一
族
は
、
織
田
信
雄
に
属
し
た
３

。
東
駒
野
城
も
高
木
氏

の
軍
勢
が
守
備
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

宛
名
の
桑
山
重
晴
４

は
、
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
尾
張
国
の
生
ま
れ
。
秀
吉
に
仕
え
、
の
ち
に
秀
吉

の
弟
・
秀
長
に
仕
え
た
人
物
で
あ
る
５

。
但
馬
国
竹
田
城
に
在
城
し
、
知
行
一
万
石
を
領
し
、
天
正
十
一

年
に
は
、
賤
ヶ
岳
の
戦
い
で
戦
功
を
上
げ
る
。
天
正
十
三
年
頃
に
秀
長
の
城
代
と
し
て
、
紀
伊
国
和
歌
山

に
入
部
し
、
天
正
十
九
年
頃
、
知
行
二
万
石
、
の
ち
に
和
泉
国
の
う
ち
一
万
石
を
加
増
さ
れ
三
万
石
を
領

し
た
。
秀
長
死
後
、
秀
長
の
後
継
・
豊
臣
秀
保
に
仕
え
た
が
、
秀
保
が
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
死
去

す
る
と
秀
吉
の
直
臣
大
名
化
す
る
。
初
の
名
は
重
勝
６

。
官
職
名
は
修
理
進
、
修
理
亮
、
修
理
大
夫
、
治

部
卿
法
印
と
変
遷
し
、
入
道
後
は
果
法
院
宗
栄
を
称
す
る
。 

重
晴
に
つ
い
て
は
、
賤
ヶ
岳
の
戦
い
や
紀
州
で
の
活
動
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い

に
お
け
る
動
向
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
７

。
そ
の
点
で
、
南
濃
地
域
で
の
戦
い
に
従
軍
し
、
秀
吉
へ

現
地
の
情
報
を
報
告
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
本
文
書
の
存
在
は
興
味
深
い
。 

史
料
紹
介

十
一
月
八
日
付
羽
柴
秀
吉
朱
印
状
に
つ
い
て

中
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な
お
、本
文
書
は
静
岡
県
熱
海
市
の
伊
藤
長
太
郎
氏
の
旧
蔵
史
料
で
あ
る
。同
家
の
史
料
に
つ
い
て
は
、

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
三
六
）
七
月
四
日
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
調
査
撮
影
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

際
撮
影
さ
れ
た
画
像
か
ら
、
本
文
書
が
伊
藤
家
旧
蔵
史
料
と
同
一
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
８

。『
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
報
』
９

に
よ
る
と
、
昭
和
六
十
一
年
調
査
当
時
、
本
文
書
は
他
の
古
文
書
七
点
・
花
押

七
十
二
点
と
も
に
屏
風
一
双
に
表
装
さ
れ
て
い
た
。
屏
風
は
、
煙
草
製
造
業
者
で
薬
問
屋
を
兼
業
し
た
市

村
喜
兵
衛
が
、
江
戸
時
代
末
に
京
都
で
入
手
し
た
も
の
を
、
市
村
家
と
姻
戚
で
あ
っ
た
伊
藤
家
が
譲
り
受

け
た
も
の
と
い
う
。 

伊
藤
家
の
手
を
離
れ
た
後
の
来
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
状
は
掛
軸
装
に
な
っ
て
い
る
。
表
装
や
軸
箱

は
新
し
く
、
箱
書
も
な
い
。
法
量
（
本
紙
）
は
竪
一
六
・
六
㎝×

横
四
〇
・
八
㎝
。
本
紙
は
切
断
さ
れ
表

装
さ
れ
て
い
る
が
、
下
部
に
折
り
目
が
残
っ
て
お
り
、
も
と
は
折
紙
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
文
三

行
目
と
宛
名
の
上
部
に
一
部
欠
損
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
史
料
編
纂
所
撮
影
の
画
像
で
も
確
認
で
き
た

た
め
、
本
紙
部
分
は
昭
和
六
十
一
年
調
査
時
点
と
ほ
ぼ
同
じ
状
態
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

（（
２２
））
東東
駒駒
野野
城城
落落
城城
にに
関関
すす
るる
関関
連連
史史
料料

 

次
に
、
本
文
書
に
登
場
す
る
東
駒
野
城
の
落
城
に
つ
い
て
、
関
連
史
料
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
は
天
正
十
二
年
三
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
約
八
ヶ
月
続
い
た

。四
月
九
日
、

長
久
手
の
戦
闘
で
は
秀
吉
方
の
池
田
恒
興
・
元
助
父
子
や
森
長
可
が
徳
川
軍
に
敗
れ
、
戦
死
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
秀
吉
は
尾
張
西
部
に
戦
い
の
場
を
移
し
、
五
月
に
は
加
賀
野
井
城
・
奥
城
を
落
と
す
。
六
月
に

竹
鼻
城
を
落
城
さ
せ
る
と
、
秀
吉
は
高
木
氏
の
守
る
駒
野
城
周
辺
に
軍
勢
を
派
遣
し
砦
を
築
い
て
い
る

。 

こ
れ
に
対
し
、
信
雄
は
高
木
一
族
に
宛
て
て
七
月
晦
日
付
の
判
物
で
、
駒
野
城
の
普
請
に
精
を
入
れ
、

敵
方
（
秀
吉
方
）
の
様
子
を
伝
え
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る

。
さ
ら
に
、
八
月
中
旬
に
駒
野
城
の
加
勢
と

し
て
、
伊
勢
国
宝
泉
寺
（
法
泉
寺
）
の
空
明
・
太
田
金
七
郎
を
派
遣
し
て
い
る

。 

十
一
月
に
秀
吉
は
北
伊
勢
を
攻
め
る
た
め
軍
を
進
め
る
と
、
信
雄
は
駒
野
城
の
高
木
一
族
と
援
軍
と
し

て
派
遣
さ
れ
て
い
る
宝
泉
寺
（
法
泉
寺
）
空
明
に
対
し
、
秀
吉
の
北
伊
勢
出
兵
を
伝
え
、
油
断
の
無
い
よ

う
用
心
を
求
め
て
い
る
14
。 

さ
て
、
本
文
書
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
駒
野
へ
は
秀
吉
方
に
よ
る
攻
勢
が
か
け
ら
れ
、
十
一

月
五
日
夜
東
駒
野
城
は
落
城
す
る
。
こ
の
東
駒
野
城
で
の
戦
い
に
関
し
て
は
、
次
の
関
連
史
料
が
あ
る
。 

 （
史史
料料
１１
）

土
倉
四
郎
兵
衛
尉
宛
羽
柴
秀
吉
朱
印
状

「
大
阪
城
天
守
閣
所
蔵
」

書
状
令
披
見
候
、
仍
去
五
日
ニ
東
駒
野
取
詰
、
即
時
乗
崩
少
々
討

捕
、
其
外
河
ニ
て
相
果
候
由
得
心
候
、
尤
候
、
将
亦
此
表
事
、
弥

任
存
分
候
間
、
可
心
安
候
、
委
細
先
書
申
候
間
、
不
能
再
筆
候
也
、

十
一
月
七
日

秀
吉
（
朱
印
）

土
倉
四
郎
兵
衛
尉
殿

 

（
史史
料料
２２
） 

田
中
真
吉
宛
戸
田
勝
隆
書
状

 

「
林
原
美
術
館
所
蔵
」 

御
状
拝
見
申
候
、
仍
殿
様
へ
為
御
音
信
雁
壱
ツ
則
披
露
仕
候
処
、 

御
祝
着
之
由
、
以
直
札
被
仰
遣
候
、
随
而
東
駒
野
事
申
上
候
処
、 

御
祝
着
之
由
、
為
我
等
心
得
可
申
由
被
仰
出
候
、
将
亦
我
等
方
へ 

も
為
音
信
鴨
壱
ツ
送
給
候
、
忝
令
存
候
、
以
面
可
申
入
候
、
此
表 

之
儀
、
御
取
出
城
ひ
ゑ
・
鳥
山
・
羽
津
・
泊
・
河
尻
・
萩
原
・
桑 

部
な
と
被
成
御
拵
、
早
出
来
候
、
然
者
五
三
日
中
ニ
被
明
御
隙
、 

可
為
御
帰
陣
候
、
又
其
元
之
事
無
異
儀
之
由
尤
之
儀
候
、
於
様
子 

者
可
御
心
易
候
、
尚
々
自
是
可
申
入
候
間
、
不
能
具
候
、
恐
々
謹 

言
、 

戸
田
三
郎
四
郎 

な
お
、本
文
書
は
静
岡
県
熱
海
市
の
伊
藤
長
太
郎
氏
の
旧
蔵
史
料
で
あ
る
。同
家
の
史
料
に
つ
い
て
は
、

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
七
月
四
日
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
調
査
撮
影
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

際
撮
影
さ
れ
た
画
像
か
ら
、
本
文
書
が
伊
藤
家
旧
蔵
史
料
と
同
一
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
８

。『
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
報
』
９

に
よ
る
と
、
昭
和
六
十
一
年
調
査
当
時
、
本
文
書
は
他
の
古
文
書
七
点
・
花
押

七
十
二
点
と
と
も
に
屏
風
一
双
に
表
装
さ
れ
て
い
た
。
屏
風
は
、
煙
草
製
造
業
者
で
薬
問
屋
を
兼
業
し
た

市
村
喜
兵
衛
が
、
江
戸
時
代
末
に
京
都
で
入
手
し
た
も
の
を
、
市
村
家
と
姻
戚
で
あ
っ
た
伊
藤
家
が
譲
り

受
け
た
も
の
と
い
う
。 

伊
藤
家
の
手
を
離
れ
た
後
の
来
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
状
は
掛
軸
に
表
装
さ
れ
て
い
る
。
表
装
や
軸

箱
は
新
し
く
、
箱
書
も
な
い
。
法
量
（
本
紙
）
は
竪
一
六
・
六
㎝×

横
四
〇
・
八
㎝
。
本
紙
は
切
断
さ
れ

表
装
さ
れ
て
い
る
が
、
下
部
に
折
り
目
が
残
っ
て
お
り
、
も
と
は
折
紙
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
文

三
行
目
と
宛
名
の
上
部
に
一
部
欠
損
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
史
料
編
纂
所
撮
影
の
画
像
で
も
確
認
で
き

た
た
め
、
本
紙
部
分
は
昭
和
六
十
一
年
調
査
時
点
と
ほ
ぼ
同
じ
状
態
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

（（
２２
））
東東
駒駒
野野
城城
落落
城城
にに
関関
すす
るる
関関
連連
史史
料料

 

次
に
、
本
文
書
に
登
場
す
る
東
駒
野
城
の
落
城
に
つ
い
て
、
関
連
史
料
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
は
、
天
正
十
二
年
三
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
約
八
ヶ
月
続
い
た

。
四
月
九

日
、
長
久
手
の
戦
闘
で
は
秀
吉
方
の
池
田
恒
興
・
元
助
父
子
や
森
長
可
が
徳
川
軍
に
敗
れ
、
戦
死
し
て
い

る
。
そ
の
後
、
秀
吉
は
尾
張
西
部
に
戦
い
の
場
を
移
し
、
五
月
に
は
加
賀
野
井
城
・
奥
城
を
落
と
す
。
六

月
に
竹
鼻
城
が
落
城
す
る
と
、
秀
吉
は
高
木
氏
の
守
る
駒
野
城
周
辺
に
軍
勢
を
派
遣
し
、
砦
を
築
い
て
い

る

。 

こ
れ
に
対
し
、
信
雄
は
高
木
一
族
に
宛
て
て
七
月
晦
日
付
の
判
物
で
、
駒
野
城
の
普
請
に
精
を
入
れ
、

敵
方
（
秀
吉
方
）
の
様
子
を
伝
え
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る

。
さ
ら
に
、
八
月
中
旬
に
駒
野
城
の
加
勢
と

し
て
、
伊
勢
国
宝
泉
寺
（
法
泉
寺
）
の
空
明
・
太
田
金
七
郎
を
派
遣
し
て
い
る

。 

十
月
下
旬
に
秀
吉
が
北
伊
勢
を
攻
め
る
た
め
軍
を
進
め
る
と
、
信
雄
は
駒
野
城
の
高
木
一
族
と
援
軍
と

し
て
派
遣
し
て
い
る
宝
泉
寺
（
法
泉
寺
）
空
明
に
対
し
、
秀
吉
の
北
伊
勢
出
陣
を
伝
え
、
油
断
の
無
い
よ

う
用
心
を
求
め
て
い
る

。 

さ
て
、
本
文
書
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
駒
野
へ
は
秀
吉
方
に
よ
る
攻
勢
が
か
け
ら
れ
、
十
一

月
五
日
夜
東
駒
野
城
は
落
城
す
る
。
こ
の
東
駒
野
城
で
の
戦
い
に
関
し
て
は
、
次
の
関
連
史
料
が
あ
る
。 

 （
史史
料料
１１
）

土
倉
四
郎
兵
衛
尉
宛
羽
柴
秀
吉
朱
印
状

「
大
阪
城
天
守
閣
所
蔵
」

書
状
令
披
見
候
、
仍
去
五
日
ニ
東
駒
野
取
詰
、
即
時
乗
崩
少
々
討

捕
、
其
外
河
ニ
て
相
果
候
由
得
心
候
、
尤
候
、
将
亦
此
表
事
、
弥

任
存
分
候
間
、
可
心
安
候
、
委
細
先
書
申
候
間
、
不
能
再
筆
候
也
、

十
一
月
七
日

秀
吉
（
朱
印
）

土
倉
四
郎
兵
衛
尉
殿

 

（
史史
料料
２２
） 

田
中
真
吉
宛
戸
田
勝
隆
書
状

 

「
林
原
美
術
館
所
蔵
」 

御
状
拝
見
申
候
、
仍
殿
様
へ
為
御
音
信
雁
壱
ツ
則
披
露
仕
候
処
、 

御
祝
着
之
由
、
以
直
札
被
仰
遣
候
、
随
而
東
駒
野
事
申
上
候
処
、 

御
祝
着
之
由
、
為
我
等
心
得
可
申
由
被
仰
出
候
、
将
亦
我
等
方
へ 

も
為
音
信
鴨
壱
ツ
送
給
候
、
忝
令
存
候
、
以
面
可
申
入
候
、
此
表 

之
儀
、
御
取
出
城
ひ
ゑ
・
鳥
山
・
羽
津
・
泊
・
河
尻
・
萩
原
・
桑 

部
な
と
被
成
御
拵
、
早
出
来
候
、
然
者
五
三
日
中
ニ
被
明
御
隙
、 

可
為
御
帰
陣
候
、
又
其
元
之
事
無
異
儀
之
由
尤
之
儀
候
、
於
様
子 

者
可
御
心
易
候
、
尚
々
自
是
可
申
入
候
間
、
不
能
具
候
、
恐
々
謹 

言
、 

現
地
の
情
報
を
報
告
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
本
文
書
の
存
在
は
興
味
深
い
。 

な
お
、本
文
書
は
静
岡
県
熱
海
市
の
伊
藤
長
太
郎
氏
の
旧
蔵
史
料
で
あ
る
。同
家
の
史
料
に
つ
い
て
は
、

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
七
月
四
日
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
調
査
撮
影
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

際
撮
影
さ
れ
た
画
像
か
ら
、
本
文
書
が
伊
藤
家
旧
蔵
史
料
と
同
一
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
８

。『
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
報
』
９

に
よ
る
と
、
昭
和
六
十
一
年
調
査
当
時
、
本
文
書
は
他
の
古
文
書
七
点
・
花
押

七
十
二
点
と
と
も
に
屏
風
一
双
に
表
装
さ
れ
て
い
た
。
屏
風
は
、
煙
草
製
造
業
者
で
薬
問
屋
を
兼
業
し
た

市
村
喜
兵
衛
が
、
江
戸
時
代
末
に
京
都
で
入
手
し
た
も
の
を
、
市
村
家
と
姻
戚
で
あ
っ
た
伊
藤
家
が
譲
り

受
け
た
と
い
う
。 

伊
藤
家
の
手
を
離
れ
た
後
の
来
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
状
は
掛
軸
に
表
装
さ
れ
て
い
る
。
表
装
や
軸

箱
は
新
し
く
、
箱
書
も
な
い
。
法
量
（
本
紙
）
は
竪
一
六
・
六
㎝×

横
四
〇
・
八
㎝
。
本
紙
は
切
断
さ
れ

表
装
さ
れ
て
い
る
が
、
下
部
に
折
り
目
が
残
っ
て
お
り
、
も
と
は
折
紙
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
文

三
行
目
と
宛
名
の
上
部
に
一
部
欠
損
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
史
料
編
纂
所
撮
影
の
画
像
で
も
確
認
で
き

た
た
め
、
本
紙
部
分
は
昭
和
六
十
一
年
調
査
時
点
と
ほ
ぼ
同
じ
状
態
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

（（
２２
））
東東
駒駒
野野
城城
落落
城城
にに
関関
すす
るる
関関
連連
史史
料料

 

次
に
、
本
文
書
に
登
場
す
る
東
駒
野
城
の
落
城
に
つ
い
て
、
関
連
史
料
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
は
、
天
正
十
二
年
三
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
約
八
ヶ
月
続
い
た

。
四
月
九

日
、
長
久
手
の
戦
闘
で
は
秀
吉
方
の
池
田
恒
興
・
元
助
父
子
や
森
長
可
が
徳
川
軍
に
敗
れ
、
戦
死
し
て
い

る
。
そ
の
後
、
秀
吉
は
尾
張
西
部
に
戦
い
の
場
を
移
し
、
五
月
に
は
加
賀
野
井
城
・
奥
城
を
落
と
す
。
六

月
に
竹
ヶ
鼻
城
が
落
城
す
る
と
、
秀
吉
は
高
木
氏
の
守
る
駒
野
城
周
辺
に
軍
勢
を
派
遣
し
、
砦
を
築
い
て

い
る

。 

こ
れ
に
対
し
、
信
雄
は
高
木
一
族
に
宛
て
て
七
月
晦
日
付
の
判
物
で
、
駒
野
城
の
普
請
に
精
を
入
れ
、

敵
方
（
秀
吉
方
）
の
様
子
を
伝
え
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る

。
さ
ら
に
、
八
月
中
旬
に
駒
野
城
の
加
勢
と

し
て
、
伊
勢
国
宝
泉
寺
（
法
泉
寺
）
の
空
明
・
太
田
金
七
郎
を
派
遣
し
て
い
る

。 

十
月
下
旬
に
秀
吉
が
北
伊
勢
を
攻
め
る
た
め
軍
を
進
め
る
と
、
信
雄
は
駒
野
城
の
高
木
一
族
と
援
軍
と

し
て
派
遣
し
て
い
る
宝
泉
寺
（
法
泉
寺
）
空
明
に
対
し
、
秀
吉
の
北
伊
勢
出
陣
を
伝
え
、
油
断
の
無
い
よ

う
用
心
を
求
め
て
い
る

。 

さ
て
、
本
文
書
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
駒
野
へ
は
秀
吉
方
に
よ
る
攻
勢
が
か
け
ら
れ
、
十
一

月
五
日
夜
東
駒
野
城
は
落
城
す
る
。
こ
の
東
駒
野
城
で
の
戦
い
に
関
し
て
は
、
次
の
関
連
史
料
が
あ
る
。 
 （

史史
料料
１１
）

土
倉
四
郎
兵
衛
尉
宛
羽
柴
秀
吉
朱
印
状

「
大
阪
城
天
守
閣
所
蔵
」

書
状
令
披
見
候
、
仍
去
五
日
ニ
東
駒
野
取
詰
、
即
時
乗
崩
少
々
討

捕
、
其
外
河
ニ
て
相
果
候
由
得
心
候
、
尤
候
、
将
亦
此
表
事
、
弥

任
存
分
候
間
、
可
心
安
候
、
委
細
先
書
申
候
間
、
不
能
再
筆
候
也
、

十
一
月
七
日

秀
吉
（
朱
印
）

土
倉
四
郎
兵
衛
尉
殿

 

（
史史
料料
２２
） 

田
中
真
吉
宛
戸
田
勝
隆
書
状

 

「
林
原
美
術
館
所
蔵
」 

御
状
拝
見
申
候
、
仍
殿
様
へ
為
御
音
信
雁
壱
ツ
則
披
露
仕
候
処
、 

御
祝
着
之
由
、
以
直
札
被
仰
遣
候
、
随
而
東
駒
野
事
申
上
候
処
、 

御
祝
着
之
由
、
為
我
等
心
得
可
申
由
被
仰
出
候
、
将
亦
我
等
方
へ 

も
為
音
信
鴨
壱
ツ
送
給
候
、
忝
令
存
候
、
以
面
可
申
入
候
、
此
表 

之
儀
、
御
取
出
城
ひ
ゑ
・
鳥
山
・
羽
津
・
泊
・
河
尻
・
萩
原
・
桑 

部
な
と
被
成
御
拵
、
早
出
来
候
、
然
者
五
三
日
中
ニ
被
明
御
隙
、 

可
為
御
帰
陣
候
、
又
其
元
之
事
無
異
儀
之
由
尤
之
儀
候
、
於
様
子 

者
可
御
心
易
候
、
尚
々
自
是
可
申
入
候
間
、
不
能
具
候
、
恐
々
謹 

中川　創喜

( 2 )



十
一
月
九
日

勝
隆
（
花
押
） 

田
中
真
吉
殿 御

返
報 

 

史
料
１
は
羽
柴
秀
吉
か
ら
池
田
照
政
の
家
臣
・
土
倉
四
郎
兵
衛
尉
に
宛
て
た
朱
印
状
で
、
十
一
月
五
日

の
東
駒
野
の
戦
闘
に
つ
い
て
の
報
告
に
対
す
る
返
書
で
あ
る
。
東
駒
野
で
の
戦
い
で
は
、
討
ち
捕
ら
え
た

者
の
ほ
か
に
、「
河
」（
津
屋
川
あ
る
い
は
揖
斐
川
か
）
で
命
果
て
た
者
も
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

史
料
２
は
、
秀
吉
の
家
臣
・
戸
田
勝
隆
が
今
尾
（
海
津
市
海
津
町
）
周
辺
の
領
主
・
田
中
真
吉
に
宛
て

た
書
状
で
、「
東
駒
野
事
申
上
候
処
、
御
祝
着
之
由
、
為
我
等
心
得
可
申
由
被
仰
出
候
」
と
あ
り
、
真
吉
か

ら
勝
隆
へ
東
駒
野
で
の
戦
闘
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
、
秀
吉
の
も
と
へ
上
申
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
書
状

の
後
半
で
は
、
北
伊
勢
の
戦
況
を
伝
え
、
数
日
中
に
は
隙
が
明
け
て
帰
陣
す
る
予
定
と
報
せ
て
い
る
。 

一
連
の
史
料
か
ら
東
駒
野
城
で
の
戦
闘
に
は
桑
山
重
晴
や
池
田
勢
が
参
加
し
、
同
城
の
落
城
に
つ
い
て

は
、
諸
将
か
ら
秀
吉
の
も
と
へ
報
告
が
届
け
ら
れ
た
様
子
が
分
か
る
。 

な
お
、東
駒
野
落
城
か
ら
一
週
間
後
の
十
一
月
十
二
日
、秀
吉
と
織
田
信
雄
の
間
で
講
和
が
成
立
す
る
。 

 

結結
語語 

以
上
、
天
正
十
二
年
の
小
牧
長
・
長
久
手
の
戦
い
の
講
和
間
近
に
発
給
さ
れ
た
羽
柴
秀
吉
朱
印
状
に
つ

い
て
紹
介
し
た
。
本
文
書
は
、
新
出
史
料
で
は
な
い
が
、『
岐
阜
県
史
』
や
『
豊
臣
秀
吉
文
書
集
』
な
ど
に

収
録
さ
れ
て
い
な
い
未
活
字
史
料
で
あ
る

。
ま
た
、
東
駒
野
城
で
の
戦
闘
に
つ
い
て
記
す
史
料
も
、
管

見
の
限
り
本
文
書
と
史史
料料
１１
・・
２２
の
三
例
の
み
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
研
究
が
待
た
れ
る
。
本
史
料
紹
介

が
、
地
域
史
研
究
に
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
擱
筆
す
る
。 

 

【【
註註
】】

１

小
林
清
治
『
秀
吉
権
力
の
形
成
』（
東
京
大
学
出
版
、
一
九
九
四
年
）、
播
磨
良
紀
「
秀
吉
文
書
と

戦
争―

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
を
中
心
に―

」（
藤
田
達
成
編
『
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
構
造

戦

場
論

上
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）。 

２

東
駒
野
を
「（
岐
阜
県
海
津
郡
海
津
町
）」（
現
・
海
津
市
海
津
町
）
と
す
る
『
大
阪
城
天
守
閣
紀
要
』

（
第
二
十
九
号
、
二
〇
〇
一
年
）
と
、
東
駒
野
城
を
「（
現
南
濃
町
）」（
現
・
海
津
市
南
濃
町
）
と

す
る
「
岐
阜
県
関
係
日
本
史
論
文
紹
介
（
五
）」（『
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
報
』
第
十
三
号
、
一
九
九

〇
年
）、
早
野
博
之
「
岐
阜
県
地
方
史
研
究
の
動
向
」（『
信
濃
』
第
四
十
二
巻
第
六
号
、
一
九
九
〇

年
）
が
あ
る
。
東
駒
野
（
城
）
に
つ
い
て
、
前
者
は
近
世
の
東
駒
野
村
（
海
津
市
海
津
町
）、
後
者

は
駒
野
城
（
海
津
市
南
濃
町
）
の
周
辺
と
想
定
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
文
書
や
関
連
史

料
か
ら
場
所
の
断
定
が
困
難
な
た
め
、
本
稿
で
は
場
所
の
特
定
を
保
留
し
て
お
く
。
な
お
、
駒
野

の
小
字
名
に
「
東
廓
」
が
あ
る
（『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

２
１

岐
阜
県
』
角
川
書
店
、
一
九

九
一
年
）。
ま
た
、
典
拠
不
明
な
が
ら
、『
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
と
海
津
』（
海
津
市
歴
史
民
俗
資

料
館
、
二
〇
〇
九
年
）
で
は
、
東
駒
野
城
を
「
高
木
貞
利
の
居
城
で
あ
っ
た
」
と
す
る
。 

３

織
豊
期
の
高
木
氏
に
つ
い
て
は
、河
井
信
幸「
美
濃
国
武
将

高
木
権
右
衛
門
～
信
長
に
鰹
を

秀

吉
に
鶴
を

家
康
に
敷
物
を
贈
っ
た
男
～
」（『
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
報
』
第
三
二
号
、
二
〇
〇
九

年
）
や
山
田
昭
彦
「
織
豊
期
・
西
美
濃
高
木
氏
の
動
向―

『
高
木
家
文
書
』
を
中
心
と
し
て―

」

（『
岐
阜
県
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
第
三
七
号
、
二
〇
一
七
年
）
を
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に

お
け
る
高
木
氏
の
動
向
に
つ
い
て
は
、『
南
濃
町
史

通
史
編
』（
南
濃
町
、
一
九
八
二
年
）
を
参

照
の
こ
と
。 

４

桑
山
重
晴
に
つ
い
て
は
、
高
柳
光
壽
・
松
平
年
一
『
戦
国
人
名
辞
典

増
訂
版
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
三
年
）、
播
磨
良
紀
「
桑
山
重
晴
に
つ
い
て
」（『
和
歌
山
市
史
研
究
』
十
二
、
一
九
八
四
年
）、

同
「
再
び
桑
山
重
晴
に
つ
い
て
」（『
和
歌
山
市
史
研
究
』
十
五
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
し
た
。 

５

桑
山
重
晴
が
秀
長
の
家
臣
と
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、
小
竹
文
生
氏
は
、「
重
晴
は
少
な
く
と
も
天

正
十
年
頃
に
は
秀
長
の
家
臣
（
も
し
く
は
与
力
）
だ
っ
た
」
と
す
る
（「
但
馬
・
播
磨
領
有
期
の
羽

柴
秀
長
」『
駒
澤
大
学
史
学
論
集
』
第
二
十
八
号
、
一
九
九
八
年
）。 

６

天
正
十
二
年
十
一
月
時
点
で
、「
重
勝
」「
重
晴
」
い
ず
れ
の
諱
を
使
用
し
て
い
た
か
判
然
と
し
な

い
た
め
、
本
稿
で
は
表
記
を
「
重
晴
」
に
統
一
し
た
。 

戸
田
三
郎
四
郎 

十
一
月
九
日

勝
隆
（
花
押
） 

田
中
真
吉
殿 御

返
報 

 

史史
料料
１１
は
羽
柴
秀
吉
か
ら
池
田
照
政
の
家
臣
・
土
倉
四
郎
兵
衛
尉
に
宛
て
た
朱
印
状
で
、
十
一
月
五
日

の
東
駒
野
の
戦
闘
に
つ
い
て
の
報
告
に
対
す
る
返
書
で
あ
る
。
東
駒
野
で
の
戦
い
で
は
、
守
勢
の
う
ち
討

ち
と
ら
れ
た
者
の
ほ
か
に
、「
河
」（
津
屋
川
あ
る
い
は
揖
斐
川
か
）
で
命
果
て
た
者
も
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。 史史

料料
２２
は
、
秀
吉
の
家
臣
・
戸
田
勝
隆
が
、
今
尾
（
海
津
市
平
田
町
）
周
辺
の
領
主
で
池
田
家
臣
の
田

中
真
吉
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。
書
中
に
「
東
駒
野
事
申
上
候
処
、
御
祝
着
之
由
、
為
我
等
心
得
可
申
由

被
仰
出
候
」
と
あ
り
、
真
吉
か
ら
勝
隆
へ
東
駒
野
で
の
戦
闘
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
、
秀
吉
の
も
と
へ
上
申

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
書
状
の
後
半
で
は
、
北
伊
勢
の
戦
況
を
伝
え
、
数
日
中
に
は
隙
が
明
け
て
帰
陣

す
る
予
定
と
報
せ
て
い
る
。 

一
連
の
史
料
か
ら
東
駒
野
城
で
の
戦
闘
に
は
桑
山
重
晴
や
池
田
勢
が
参
加
し
、
同
城
の
落
城
に
つ
い
て

は
、
諸
将
か
ら
秀
吉
の
も
と
へ
報
告
が
届
け
ら
れ
た
様
子
が
わ
か
る
。 

な
お
、東
駒
野
落
城
か
ら
一
週
間
後
の
十
一
月
十
二
日
、秀
吉
と
織
田
信
雄
の
間
で
講
和
が
成
立
す
る
。 

 

結結
語語 

以
上
、
天
正
十
二
年
の
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
講
和
間
近
に
発
給
さ
れ
た
羽
柴
秀
吉
朱
印
状
に
つ
い

て
紹
介
し
た
。
本
文
書
は
、
新
出
史
料
で
は
な
い
が
、『
岐
阜
県
史
』
や
『
豊
臣
秀
吉
文
書
集
』
な
ど
に
収

録
さ
れ
て
い
な
い
未
活
字
史
料
で
あ
る

。
ま
た
、
東
駒
野
城
で
の
戦
闘
に
つ
い
て
記
す
史
料
も
、
管
見

の
限
り
本
文
書
と
史史
料料
１１
・・
２２
の
三
例
の
み
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
研
究
が
待
た
れ
る
。
本
史
料
紹
介
が
、

地
域
史
研
究
に
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
擱
筆
す
る
。 

 

【【
註註
】】

１

小
林
清
治
『
秀
吉
権
力
の
形
成
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）、
播
磨
良
紀
「
秀
吉
文
書

と
戦
争―

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
を
中
心
に―

」（
藤
田
達
成
編
『
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
構
造

戦
場
論

上
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）。 

２

東
駒
野
を
「（
岐
阜
県
海
津
郡
海
津
町
）」（
現
・
海
津
市
海
津
町
）
と
す
る
『
大
阪
城
天
守
閣
紀
要
』

（
第
二
十
九
号
、
二
〇
〇
一
年
）
と
、
東
駒
野
城
を
「（
現
南
濃
町
）」（
現
・
海
津
市
南
濃
町
）
と

す
る
「
岐
阜
県
関
係
日
本
史
論
文
紹
介
（
五
）」（『
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
報
』
第
十
三
号
、
一
九
九

〇
年
）、
早
野
博
之
「
岐
阜
県
地
方
史
研
究
の
動
向
」（『
信
濃
』
第
四
十
二
巻
第
六
号
、
一
九
九
〇

年
）
が
あ
る
。
東
駒
野
（
城
）
に
つ
い
て
、
前
者
は
近
世
の
東
駒
野
村
（
海
津
市
海
津
町
）、
後
者

は
駒
野
城
（
海
津
市
南
濃
町
）
の
周
辺
と
想
定
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
文
書
や
関
連
史

料
か
ら
場
所
の
断
定
が
困
難
な
た
め
、
本
稿
で
は
場
所
の
特
定
を
保
留
し
て
お
く
。
な
お
、
海
津

市
南
濃
町
駒
野
の
小
字
名
に
「
東
廓
」
が
あ
る
（『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

２
１

岐
阜
県
』
角

川
書
店
、
一
九
九
一
年
）。
ま
た
、
典
拠
不
明
な
が
ら
、『
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
と
海
津
』（
海
津

市
歴
史
民
俗
資
料
館
、
二
〇
〇
九
年
）
で
は
、
東
駒
野
城
を
「
高
木
貞
利
の
居
城
で
あ
っ
た
」
と

す
る
。 

３

織
豊
期
の
高
木
氏
に
つ
い
て
は
、河
井
信
幸「
美
濃
国
武
将

高
木
権
右
衛
門
～
信
長
に
鰹
を

秀

吉
に
鶴
を

家
康
に
敷
物
を
贈
っ
た
男
～
」（『
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
報
』
第
三
十
二
号
、
二
〇
〇

九
年
）
や
山
田
昭
彦
「
織
豊
期
・
西
美
濃
高
木
氏
の
動
向―

『
高
木
家
文
書
』
を
中
心
と
し
て―

」

（『
岐
阜
県
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
第
三
十
七
号
、
二
〇
一
七
年
）
を
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い

に
お
け
る
高
木
氏
の
動
向
に
つ
い
て
は
、『
南
濃
町
史

通
史
編
』（
岐
阜
県
海
津
郡
南
濃
町
、
一

九
八
二
年
）
を
参
照
の
こ
と
。 

４

桑
山
重
晴
に
つ
い
て
は
、
高
柳
光
壽
・
松
平
年
一
『
戦
国
人
名
辞
典

増
訂
版
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
三
年
）、
播
磨
良
紀
「
桑
山
重
晴
に
つ
い
て
」（『
和
歌
山
市
史
研
究
』
第
十
二
号
、
一
九
八

四
年
）、
同
「
再
び
桑
山
重
晴
に
つ
い
て
」（『
和
歌
山
市
史
研
究
』
第
十
五
号
、
一
九
八
七
年
）
を

参
照
し
た
。 

言
、 

戸
田
三
郎
四
郎 

十
一
月
九
日

勝
隆
（
花
押
） 

田
中
真
吉
殿 御

返
報 

 

史史
料料
１１
は
、
羽
柴
秀
吉
か
ら
池
田
照
政
の
家
臣
・
土
倉
四
郎
兵
衛
尉
に
宛
て
た
朱
印
状
で
、
十
一
月
五

日
の
東
駒
野
の
戦
闘
に
つ
い
て
の
報
告
に
対
す
る
返
書
で
あ
る
。
東
駒
野
で
の
戦
い
で
は
、
守
勢
の
う
ち

討
ち
と
ら
れ
た
者
の
ほ
か
に
、「
河
」（
津
屋
川
あ
る
い
は
揖
斐
川
か
）
で
命
果
て
た
者
も
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。 

史史
料料
２２
は
、
秀
吉
の
家
臣
・
戸
田
勝
隆
が
、
今
尾
（
海
津
市
平
田
町
）
周
辺
の
領
主
で
池
田
家
臣
の
田

中
真
吉
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。
書
中
に
「
東
駒
野
事
申
上
候
処
、
御
祝
着
之
由
、
為
我
等
心
得
可
申
由

被
仰
出
候
」
と
あ
り
、
真
吉
か
ら
勝
隆
へ
東
駒
野
で
の
戦
闘
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
、
秀
吉
の
も
と
へ
上
申

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
書
状
の
後
半
で
は
、
北
伊
勢
の
戦
況
を
伝
え
、
数
日
中
に
は
隙
が
明
け
て
帰
陣

す
る
予
定
と
報
せ
て
い
る
。 

一
連
の
史
料
か
ら
、
東
駒
野
城
で
の
戦
闘
に
は
桑
山
重
晴
や
池
田
勢
が
参
加
し
、
同
城
の
落
城
に
つ
い

て
は
、
諸
将
か
ら
秀
吉
の
も
と
へ
報
告
が
届
け
ら
れ
た
様
子
が
わ
か
る
。 

な
お
、東
駒
野
落
城
か
ら
一
週
間
後
の
十
一
月
十
二
日
、秀
吉
と
織
田
信
雄
の
間
で
講
和
が
成
立
す
る
。 

 

結結
語語 

以
上
、
天
正
十
二
年
の
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
講
和
間
近
に
発
給
さ
れ
た
羽
柴
秀
吉
朱
印
状
に
つ
い

て
紹
介
し
た
。
本
文
書
は
、
新
出
史
料
で
は
な
い
が
、『
岐
阜
県
史
』
や
『
豊
臣
秀
吉
文
書
集
』
な
ど
の
史

料
集
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
未
活
字
史
料
で
あ
る

。
ま
た
、
東
駒
野
城
で
の
戦
闘
に
つ
い
て
記
す
史
料

も
、
管
見
の
限
り
本
文
書
と
史史
料料
１１
・・
２２
の
三
例
の
み
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
研
究
が
待
た
れ
る
。 

本
史
料
紹
介
が
、
地
域
史
研
究
に
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
擱
筆
す
る
。 

【【
註註
】】

１

小
林
清
治
『
秀
吉
権
力
の
形
成
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）、
播
磨
良
紀
「
秀
吉
文
書

と
戦
争―

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
を
中
心
に―

」（
藤
田
達
成
編
『
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
構
造

戦
場
論

上
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）。 

２

東
駒
野
を
「（
岐
阜
県
海
津
郡
海
津
町
）」（
現
・
海
津
市
海
津
町
）
と
す
る
『
大
阪
城
天
守
閣
紀
要
』

（
第
二
十
九
号
、
二
〇
〇
一
年
）
と
、
東
駒
野
城
を
「（
現
南
濃
町
）」（
現
・
海
津
市
南
濃
町
）
と

す
る
「
岐
阜
県
関
係
日
本
史
論
文
紹
介
（
五
）」（『
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
報
』
第
十
三
号
、
一
九
九

〇
年
）、
早
野
博
之
「
岐
阜
県
地
方
史
研
究
の
動
向
」（『
信
濃
』
第
四
十
二
巻
第
六
号
、
一
九
九
〇

年
）
が
あ
る
。
東
駒
野
（
城
）
に
つ
い
て
、
前
者
は
近
世
の
東
駒
野
村
（
海
津
市
海
津
町
）、
後
者

は
駒
野
城
（
海
津
市
南
濃
町
）
の
周
辺
と
想
定
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
文
書
や
関
連
史

料
か
ら
場
所
の
断
定
が
困
難
な
た
め
、
本
稿
で
は
保
留
し
て
お
く
。
な
お
、
海
津
市
南
濃
町
駒
野

の
小
字
名
に
「
東
廓
」
が
あ
る
（『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

２
１

岐
阜
県
』
角
川
書
店
、
一
九

九
一
年
）。
ま
た
、
典
拠
不
明
な
が
ら
、『
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
と
海
津
』（
海
津
市
歴
史
民
俗
資

料
館
、
二
〇
〇
九
年
）
で
は
、
東
駒
野
城
を
「
高
木
貞
利
の
居
城
で
あ
っ
た
」
と
す
る
。 

３

織
豊
期
の
高
木
氏
に
つ
い
て
は
、河
井
信
幸「
美
濃
国
武
将

高
木
権
右
衛
門
～
信
長
に
鰹
を

秀

吉
に
鶴
を

家
康
に
敷
物
を
贈
っ
た
男
～
」（『
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
報
』
第
三
十
二
号
、
二
〇
〇

九
年
）
や
山
田
昭
彦
「
織
豊
期
・
西
美
濃
高
木
氏
の
動
向―

『
高
木
家
文
書
』
を
中
心
と
し
て―

」

（『
岐
阜
県
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
第
三
十
七
号
、
二
〇
一
七
年
）
を
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い

に
お
け
る
高
木
氏
の
動
向
に
つ
い
て
は
、『
南
濃
町
史

通
史
編
』（
岐
阜
県
海
津
郡
南
濃
町
、
一

九
八
二
年
）
を
参
照
の
こ
と
。 

４

桑
山
重
晴
に
つ
い
て
は
、
高
柳
光
壽
・
松
平
年
一
『
戦
国
人
名
辞
典

増
訂
版
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
三
年
）、『
国
史
大
辞
典

第
四
巻
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）、
播
磨
良
紀
「
桑
山

重
晴
に
つ
い
て
」（『
和
歌
山
市
史
研
究
』
第
十
二
号
、
一
九
八
四
年
）、
同
「
再
び
桑
山
重
晴
に
つ

い
て
」（『
和
歌
山
市
史
研
究
』
第
十
五
号
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
し
た
。 

史料紹介　十一月八日付羽柴秀吉朱印状について

( 3 )



７

「
寛
永
諸
家
系
図
伝
」
の
桑
山
の
項
に
は
、「
と
き
に
秀
長
濃
州

で
う
し
ゅ
う

妹
尾

せ

の

お

の
城
を
か
こ
み
せ
む
。
こ
ゝ

に
を
ひ
て
重
晴
先
登

せ
ん
と
う

と
な
る
。」
と
あ
り
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
関
す
る
も
の
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
（『
寛
永
諸
家
系
図
伝

第
十
一
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
七
年
）。 

８

採
訪
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
ス
キ
ャ
ン
し
た
画
像
（
書
目ID

00005651

・
請
求
記
号1986

‐
084

）
を
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
図
書
室
端
末
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「H

i-CAT Plus

」
）
で
確

認
し
た
。 

９

「
採
訪
調
査
報
告
一
一
・
伊
藤
長
太
郎
氏
所
蔵
文
書
・
撮
影
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
報
』

第
二
二
号
、
一
九
八
八
年
）。 

谷
口
央
「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
か
ら
見
た
大
規
模
戦
争
の
創
出
」（
藤
田
達
成
編
『
小
牧
・
長

久
手
の
戦
い
の
構
造

戦
場
論

上
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）、『
愛
知
県
史

通
史
編
三

中

世
二
・
織
豊
』（
愛
知
県
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。 

佐
与
六
入
他
宛
羽
柴
秀
吉
朱
印
状
「
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
」（
名
古
屋
市
博
物
館
編
『
豊
臣

秀
吉
文
書
集

二
』
二
〇
一
六
年
、
一
一
一
三
号
）、
木
曽
伊
予
守
宛
羽
柴
秀
吉
朱
印
状
「
佐
藤
行

信
氏
所
蔵
文
書
」
東
大
史
影
写
（
同
、
一
一
一
四
号
）。 

高
木
権
右
衛
門
尉
他
宛
織
田
信
雄
判
物
「
高
木
文
書
」（『
愛
知
県
史

資
料
編12

織
豊
２
』

（
愛
知
県
、
二
〇
〇
七
年
、
八
八
一
号
、
以
下
『
愛
知
県
史

資
料
編
』
と
略
す
）。 

高
木
権
右
衛
門
尉
他
宛
織
田
信
雄
書
状「
法
泉
寺
文
書
」（『
愛
知
県
史

資
料
編
』、八
八
八
号
）。 

宝
泉
寺
他
宛
織
田
信
雄
判
物
「
高
木
文
書
」（『
愛
知
県
史

資
料
編
』、
九
一
七
号
）。 

『
大
阪
城
天
守
閣
紀
要
』（
前
掲
註
２
）。 

戸
田
勝
隆
書
状
「
古
判
手
鑑
」（『
令
和
二
年
度
特
別
展

光
秀
が
駆
け
ぬ
け
た
戦
国
の
岐
阜
』
岐

阜
県
博
物
館
、
二
〇
二
一
年
）。
な
お
、
原
文
画
像
に
よ
り
釈
文
を
改
め
た
。 

な
お
、
本
文
書
の
存
在
は
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』（
前
掲
註
９
）
を
引
用
す
る
形
で
、『
岐

阜
県
歴
史
資
料
館
報
』（
前
掲
註
２
）、
早
野
氏
論
考
（
前
掲
註
２
）、『
織
田
信
長
と
岐
阜
』（
岐
阜

県
歴
史
資
料
館
編
、
一
九
九
六
年
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 

５

桑
山
重
晴
が
秀
長
の
家
臣
と
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、
小
竹
文
生
氏
は
、「
重
晴
は
少
な
く
と
も
天

正
十
年
頃
に
は
秀
長
の
家
臣
（
も
し
く
は
与
力
）
だ
っ
た
」
と
す
る
（「
但
馬
・
播
磨
領
有
期
の
羽

柴
秀
長
」『
駒
澤
大
学
史
学
論
集
』
第
二
十
八
号
、
一
九
九
八
年
）。 

６

天
正
十
二
年
十
一
月
時
点
で
、「
重
勝
」「
重
晴
」
い
ず
れ
の
諱
を
使
用
し
て
い
た
か
判
然
と
し
な

い
た
め
、
本
稿
で
は
表
記
を
「
重
晴
」
に
統
一
し
た
。 

７

「
寛
永
諸
家
系
図
伝
」
の
桑
山
の
項
に
は
、「
と
き
に
秀
長
濃
州

で
う
し
う

妹
尾

せ

の

お

の
城
を
か
こ
み
せ
む
。
こ
ゝ

に
を
ひ
て
重
晴
先
登

せ
ん
と
う

と
な
る
。」
と
あ
り
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
関
す
る
も
の
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
（『
寛
永
諸
家
系
図
伝

第
十
一
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
七
年
）。 

８

採
訪
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
ス
キ
ャ
ン
し
た
画
像
（
書
目ID

00005651

・
請
求
記
号1986

‐
084

）
を
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
図
書
室
端
末
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「H
i-CAT Plus

」
）
で
確

認
し
た
。 

９

「
採
訪
調
査
報
告
十
一
・
伊
藤
長
太
郎
氏
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

報
』
第
二
十
二
号
、
一
九
八
八
年
）。 

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
お
け
る
一
連
の
動
向
は
、
谷
口
央
「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
か
ら
見
た

大
規
模
戦
争
の
創
出
」（
藤
田
達
成
編
『
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
構
造

戦
場
論

上
』
岩
田
書

院
、
二
〇
〇
六
年
）、『
愛
知
県
史

通
史
編
三

中
世
二
・
織
豊
』（
愛
知
県
、
二
〇
一
八
年
）
な

ど
に
詳
し
い
。 

佐
与
六
入
他
宛
羽
柴
秀
吉
朱
印
状
「
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
」（
名
古
屋
市
博
物
館
編
『
豊
臣

秀
吉
文
書
集

二
』
二
〇
一
六
年
、
一
一
一
三
号
）、
木
曽
伊
予
守
宛
羽
柴
秀
吉
朱
印
状
「
佐
藤
行

信
氏
所
蔵
文
書
」
東
大
史
影
写
（
同
、
一
一
一
四
号
）。 

高
木
権
右
衛
門
尉
他
三
名
宛
織
田
信
雄
判
物
「
高
木
文
書
」（『
愛
知
県
史

資
料
編
12

織
豊

２
』（
愛
知
県
、
二
〇
〇
七
年
、
八
八
一
号
、
以
下
『
愛
知
県
史

資
料
編
』
と
略
す
）。 

高
木
権
右
衛
門
尉
他
宛
織
田
信
雄
書
状「
法
泉
寺
文
書
」（『
愛
知
県
史

資
料
編
』、八
八
八
号
）。 

宝
泉
寺
他
四
名
宛
織
田
信
雄
判
物
「
高
木
文
書
」（『
愛
知
県
史

資
料
編
』、
九
一
七
号
）。 

『
大
阪
城
天
守
閣
紀
要
』（
前
掲
註
２
）。 

「
古
判
手
鑑
」
所
収
（『
令
和
二
年
度
特
別
展

光
秀
が
駆
け
ぬ
け
た
戦
国
の
岐
阜
』
岐
阜
県
博

物
館
、
二
〇
二
一
年
）。
な
お
、
原
文
画
像
に
よ
り
釈
文
を
改
め
た
。 

な
お
、
本
文
書
の
存
在
は
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』（
前
掲
註
９
）
を
引
用
す
る
形
で
、『
岐

阜
県
歴
史
資
料
館
報
』（
前
掲
註
２
）、
早
野
氏
論
考
（
前
掲
註
２
）、『
織
田
信
長
と
岐
阜
』（
岐
阜

県
歴
史
資
料
館
、
一
九
九
六
年
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 

５

桑
山
重
晴
が
秀
長
の
家
臣
と
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、
小
竹
文
生
氏
は
、「
重
晴
は
少
な
く
と
も
天

正
十
年
頃
に
は
秀
長
の
家
臣
（
も
し
く
は
与
力
）
だ
っ
た
」
と
す
る
（「
但
馬
・
播
磨
領
有
期
の
羽

柴
秀
長
」『
駒
澤
大
学
史
学
論
集
』
第
二
十
八
号
、
一
九
九
八
年
）。 

６

天
正
十
二
年
十
一
月
時
点
で
、「
重
勝
」「
重
晴
」
い
ず
れ
の
諱
を
使
用
し
て
い
た
か
判
然
と
し
な

い
た
め
、
本
稿
で
は
表
記
を
「
重
晴
」
に
統
一
し
た
。 

７

「
寛
永
諸
家
系
図
伝
」
の
桑
山
の
項
に
は
、「
と
き
に
秀
長
濃
州

で
う
し
う

妹
尾

せ

の

お

の
城
を
か
こ
み
せ
む
。
こ
ゝ

に
を
ひ
て
重
晴
先
登

せ
ん
と
う

と
な
る
。」
と
あ
り
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
関
す
る
も
の
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
（『
寛
永
諸
家
系
図
伝

第
十
一
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
七
年
）。 

８

採
訪
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
ス
キ
ャ
ン
し
た
画
像
（
書
目ID

00005651

・
請
求
記
号1986

‐
084

）
を
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
図
書
室
端
末
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「H
i-CAT Plus

」
）
で
確

認
し
た
。 

９

「
採
訪
調
査
報
告
十
一
・
伊
藤
長
太
郎
氏
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

報
』
第
二
十
二
号
、
一
九
八
八
年
）。 

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
お
け
る
一
連
の
動
向
は
、
谷
口
央
「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
か
ら
見
た

大
規
模
戦
争
の
創
出
」（
藤
田
達
成
編
『
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
構
造

戦
場
論

上
』
岩
田
書

院
、
二
〇
〇
六
年
）、『
愛
知
県
史

通
史
編
三

中
世
二
・
織
豊
』（
愛
知
県
、
二
〇
一
八
年
）
な

ど
に
詳
し
い
。 

佐
与
六
入
他
宛
羽
柴
秀
吉
朱
印
状
「
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
」（
名
古
屋
市
博
物
館
編
『
豊
臣

秀
吉
文
書
集

二
』
二
〇
一
六
年
、
一
一
一
三
号
）、
木
曽
伊
予
守
宛
羽
柴
秀
吉
朱
印
状
「
佐
藤
行

信
氏
所
蔵
文
書
」
東
大
史
影
写
（
同
、
一
一
一
四
号
）。 

高
木
権
右
衛
門
尉
他
三
名
宛
織
田
信
雄
判
物
「
高
木
文
書
」（『
愛
知
県
史

資
料
編
12

織
豊

２
』（
愛
知
県
、
二
〇
〇
七
年
、
八
八
一
号
、
以
下
『
愛
知
県
史

資
料
編
』
と
略
す
）。 

高
木
権
右
衛
門
尉
他
宛
織
田
信
雄
書
状「
法
泉
寺
文
書
」（『
愛
知
県
史

資
料
編
』、八
八
八
号
）。 

宝
泉
寺
他
四
名
宛
織
田
信
雄
判
物
「
高
木
文
書
」（『
愛
知
県
史

資
料
編
』、
九
一
七
号
）。 

『
大
阪
城
天
守
閣
紀
要
』（
前
掲
註
２
）。 

「
古
判
手
鑑
」
所
収
（『
令
和
二
年
度
特
別
展

光
秀
が
駆
け
ぬ
け
た
戦
国
の
岐
阜
』
岐
阜
県
博

物
館
、
二
〇
二
一
年
）。
な
お
、
原
文
画
像
に
よ
り
釈
文
を
改
め
た
。 

な
お
、
本
文
書
の
存
在
は
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』（
前
掲
註
９
）
を
引
用
す
る
形
で
、『
岐

阜
県
歴
史
資
料
館
報
』（
前
掲
註
２
）、
早
野
氏
論
考
（
前
掲
註
２
）、『
織
田
信
長
と
岐
阜
』（
岐
阜

県
歴
史
資
料
館
、
一
九
九
六
年
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 

５

桑
山
重
晴
が
秀
長
の
家
臣
と
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、
小
竹
文
生
氏
は
、「
重
晴
は
少
な
く
と
も
天

正
十
年
頃
に
は
秀
長
の
家
臣
（
も
し
く
は
与
力
）
だ
っ
た
」
と
す
る
（「
但
馬
・
播
磨
領
有
期
の
羽

柴
秀
長
」『
駒
澤
大
学
史
学
論
集
』
第
二
十
八
号
、
一
九
九
八
年
）。 

６

天
正
十
二
年
十
一
月
時
点
で
、「
重
勝
」「
重
晴
」
い
ず
れ
の
諱
を
使
用
し
て
い
た
か
判
然
と
し
な

い
た
め
、
本
稿
で
は
表
記
を
「
重
晴
」
に
統
一
し
た
。 

７

「
寛
永
諸
家
系
図
伝
」
の
桑
山
の
項
に
は
、「
と
き
に
秀
長
濃
州

で
う
し
う

妹
尾

せ

の

お

の
城
を
か
こ
み
せ
む
。
こ
ゝ

に
を
ひ
て
重
晴
先
登

せ
ん
と
う

と
な
る
。」
と
あ
り
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
関
す
る
も
の
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
（『
寛
永
諸
家
系
図
伝

第
十
一
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
七
年
）。 

８

採
訪
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
ス
キ
ャ
ン
し
た
画
像
（
書
目ID

00005651

・
請
求
記
号1986

‐
084

）
を
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
図
書
室
端
末
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「H

i-CAT Plus

」
）
で
確

認
し
た
。 

９

「
採
訪
調
査
報
告
十
一
・
伊
藤
長
太
郎
氏
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

報
』
第
二
十
二
号
、
一
九
八
八
年
）。 

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
お
け
る
一
連
の
動
向
は
、
谷
口
央
「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
か
ら
見
た

大
規
模
戦
争
の
創
出
」（
藤
田
達
成
編
『
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
構
造

戦
場
論

上
』
岩
田
書

院
、
二
〇
〇
六
年
）、『
愛
知
県
史

通
史
編
三

中
世
二
・
織
豊
』（
愛
知
県
、
二
〇
一
八
年
）
な

ど
に
詳
し
い
。 

佐
与
六
入
他
宛
羽
柴
秀
吉
朱
印
状
「
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
」（
名
古
屋
市
博
物
館
編
『
豊
臣

秀
吉
文
書
集

二
』
二
〇
一
六
年
、
一
一
一
三
号
）、
木
曽
伊
予
守
宛
羽
柴
秀
吉
朱
印
状
「
佐
藤
行

信
氏
所
蔵
文
書
」
東
大
史
影
写
（
同
、
一
一
一
四
号
）。 

高
木
権
右
衛
門
尉
他
三
名
宛
織
田
信
雄
判
物
「
高
木
文
書
」（『
愛
知
県
史

資
料
編
12

織
豊

２
』（
愛
知
県
、
二
〇
〇
七
年
、
八
八
一
号
、
以
下
『
愛
知
県
史

資
料
編
』
と
略
す
）。 

高
木
権
右
衛
門
尉
他
宛
織
田
信
雄
書
状「
法
泉
寺
文
書
」（『
愛
知
県
史

資
料
編
』、八
八
八
号
）。 

宝
泉
寺
他
四
名
宛
織
田
信
雄
判
物
「
高
木
文
書
」（『
愛
知
県
史

資
料
編
』、
九
一
七
号
）。 

『
大
阪
城
天
守
閣
紀
要
』（
前
掲
註
２
）。 

「
古
判
手
鑑
」
所
収
（『
令
和
二
年
度
特
別
展

光
秀
が
駆
け
ぬ
け
た
戦
国
の
岐
阜
』
岐
阜
県
博

物
館
、
二
〇
二
一
年
）。
な
お
、
原
文
画
像
に
よ
り
釈
文
を
改
め
た
。 

な
お
、
本
文
書
の
存
在
は
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』（
前
掲
註
９
）
を
引
用
す
る
形
で
、『
岐

阜
県
歴
史
資
料
館
報
』（
前
掲
註
２
）、
早
野
氏
論
考
（
前
掲
註
２
）、『
織
田
信
長
と
岐
阜
』（
岐
阜

県
歴
史
資
料
館
、
一
九
九
六
年
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 

５

桑
山
重
晴
が
秀
長
の
家
臣
と
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、
小
竹
文
生
氏
は
、「
重
晴
は
少
な
く
と
も
天

正
十
年
頃
に
は
秀
長
の
家
臣
（
も
し
く
は
与
力
）
だ
っ
た
」
と
す
る
（「
但
馬
・
播
磨
領
有
期
の
羽

柴
秀
長
」『
駒
澤
大
学
史
学
論
集
』
第
二
十
八
号
、
一
九
九
八
年
）。 

６

天
正
十
二
年
十
一
月
時
点
で
、「
重
勝
」「
重
晴
」
い
ず
れ
の
諱
を
使
用
し
て
い
た
か
判
然
と
し
な

い
た
め
、
本
稿
で
は
表
記
を
「
重
晴
」
に
統
一
し
た
。 

７

「
寛
永
諸
家
系
図
伝
」
の
桑
山
の
項
に
は
、「
と
き
に
秀
長
濃
州

で
う
し
う

妹
尾

せ

の

お

の
城
を
か
こ
み
せ
む
。
こ
ゝ

に
を
ひ
て
重
晴
先
登

せ
ん
と
う

と
な
る
。」
と
あ
り
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
関
す
る
も
の
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
（『
寛
永
諸
家
系
図
伝

第
十
一
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
七
年
）。 

８

採
訪
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
ス
キ
ャ
ン
し
た
画
像
（
書
目ID

00005651

・
請
求
記
号1986

‐
084

）
を
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
図
書
室
端
末
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「H

i-CAT Plus

」
）
で
確

認
し
た
。 

９

「
採
訪
調
査
報
告
十
一
・
伊
藤
長
太
郎
氏
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

報
』
第
二
十
二
号
、
一
九
八
八
年
）。 

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
お
け
る
一
連
の
動
向
は
、
谷
口
央
「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
か
ら
見
た

大
規
模
戦
争
の
創
出
」（
藤
田
達
成
編
『
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
構
造

戦
場
論

上
』
岩
田
書

院
、
二
〇
〇
六
年
）、『
愛
知
県
史

通
史
編
三

中
世
二
・
織
豊
』（
愛
知
県
、
二
〇
一
八
年
）
な

ど
に
詳
し
い
。 

佐
与
六
入
他
宛
羽
柴
秀
吉
朱
印
状
「
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
」（
名
古
屋
市
博
物
館
編
『
豊
臣

秀
吉
文
書
集

二
』
二
〇
一
六
年
、
一
一
一
三
号
）、
木
曽
伊
予
守
宛
羽
柴
秀
吉
朱
印
状
「
佐
藤
行

信
氏
所
蔵
文
書
」
東
大
史
影
写
（
同
、
一
一
一
四
号
）。 

高
木
権
右
衛
門
尉
他
三
名
宛
織
田
信
雄
判
物
「
高
木
文
書
」（『
愛
知
県
史

資
料
編
12

織
豊

２
』（
愛
知
県
、
二
〇
〇
七
年
、
八
八
一
号
、
以
下
『
愛
知
県
史

資
料
編
』
と
略
す
）。 

高
木
権
右
衛
門
尉
他
宛
織
田
信
雄
書
状「
法
泉
寺
文
書
」（『
愛
知
県
史

資
料
編
』、八
八
八
号
）。 

宝
泉
寺
他
四
名
宛
織
田
信
雄
判
物
「
高
木
文
書
」（『
愛
知
県
史

資
料
編
』、
九
一
七
号
）。 

『
大
阪
城
天
守
閣
紀
要
』（
前
掲
註
２
）。 

「
古
判
手
鑑
」
所
収
（『
令
和
二
年
度
特
別
展

光
秀
が
駆
け
ぬ
け
た
戦
国
の
岐
阜
』
岐
阜
県
博

物
館
、
二
〇
二
一
年
）。
な
お
、
原
文
画
像
に
よ
り
釈
文
を
改
め
た
。 

な
お
、
本
文
書
の
存
在
は
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』（
前
掲
註
９
）
を
引
用
す
る
形
で
、『
岐

阜
県
歴
史
資
料
館
報
』（
前
掲
註
２
）、
早
野
氏
論
考
（
前
掲
註
２
）、『
織
田
信
長
と
岐
阜
』（
岐
阜

県
歴
史
資
料
館
、
一
九
九
六
年
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 

５

桑
山
重
晴
が
秀
長
の
家
臣
と
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、
小
竹
文
生
氏
は
、「
重
晴
は
少
な
く
と
も
天

正
十
年
頃
に
は
秀
長
の
家
臣
（
も
し
く
は
与
力
）
だ
っ
た
」
と
す
る
（「
但
馬
・
播
磨
領
有
期
の
羽

柴
秀
長
」『
駒
澤
大
学
史
学
論
集
』
第
二
十
八
号
、
一
九
九
八
年
）。 

６

天
正
十
二
年
十
一
月
時
点
で
、「
重
勝
」「
重
晴
」
い
ず
れ
の
諱
を
使
用
し
て
い
た
か
判
然
と
し
な

い
た
め
、
本
稿
で
は
表
記
を
「
重
晴
」
に
統
一
し
た
。 

７

「
寛
永
諸
家
系
図
伝
」
の
桑
山
の
項
に
は
、「
と
き
に
秀
長
濃
州

で
う
し
う

妹
尾

せ

の

お

の
城
を
か
こ
み
せ
む
。
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先
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と
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る
。」
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あ
り
、
小
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・
長
久
手
の
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い
の
関
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る
も
の
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
（『
寛
永
諸
家
系
図
伝

第
十
一
』
続
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類
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完
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、
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